
表1 主機操縦者の作業分布  i11主機関操縦における作業分析  
16 ％  

コマ数  肇  コマ数  多   

看  視  118   75．6  142   78．4   

指示連絡  22  14．1   22  12．2   

ハンドル操作  11  7．1   15   8．3   

その他作業   2  1．3   2  1．1   

歩  行   2   1．3   

不  明   1   0．6   

合 156 100．0  181 100，0   
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2．作業動作の分布  

D 考 察  

A．はしがき   

近年．船舶の主機関操縦は．機関制御室内の  

主機操縦盤に？いている担当機関士によって行  

われているが．その際の操縦者の作業動作及び  

視線の動きについて調奄し．若干の資料を得た  

ので．ここに報告する。  

表2 主機操縦者の看視対象頻度分布  

てミニーー→一便用カメラ  16 ％  

対コ宗野よ聖   8 ％        コマ数 多  コマ数 喀   

空気槽圧力計  12 102  15 10．6  

主軸回転計  27  22．9   32  22．5  

主  

計  計   3   2．1   

1i 3   2．1  

器  
盤   1  0．7  

そ の 他  3   2．6  

小 計   53  45（）  71 50．0   

自  回 転 計  42  35β   36  254   
動  

4   2．8  

操 縦  1  0．7  

盤   42  35．6   41 28，9   

1   0．7  

手動ハンドル  3   2．6         雲蒜瑠熟  1  0．8  
2  1．4  

盤                            小 計   4   3．4  3   2．1  

スキャナー   9   7．6  6   4．2  

Boller  
制御盤   1  0．7  

S．J制御盤  1  0．8  2  1．4  

プログラム  

表示盤   
2  1．4   

人 の動 き   3   2．1  
覗  
不  明  9   7．6  13   9．2  
窓  
小 計   9   7．6  16 11．3  

合 計  118 1（カ．0 142 100．0   

B．調査方法  

8冊拙及び16†肌のメモモーションカメラ各一  

台によるモーショソ及びタイムスタディ。87肌  

カメラは被調査者の左後より．視線の動きを．  

16珊批カメラは制御室の左舷後方より被調査者  

の全身の動作を撮影した〔撮影速度は8†伽カメ  

ラは1秒1コマ．16珊mカメラの方は電源の関  

係で0．86秒に1コマの割合であった 〕。   

調査した船は某外航貨物船（11，000重量t．  

9000p．sデイ仙ゼルの主機関所有）で．調査日時は  

昭和39年9月29日．午後12時32分30秒～12時  

58分30秒迄．横浜出港時試運転からyupま  

での約20分間．被調査者は年令33才．甲種  

機関長免状所有．海上歴11年．本船には蟻腱  

以来1年6ケ月乗船している一等機関士一名で  

あった。   

なお、フイルムの整理にあっては．10コマ   

毎にサンプリングソーデイングを行った。  

－125－   












